
≪岩槻はるかぜ特別支援学校の活性化・特色化方針≫ 

種別 知的障害 
学部・ 

学科 
小学部・中学部・高等部 

R８.5.1 

児童・ 

生徒数 

小（109） 

中（42） 

高（84） 

計 235 

アクセス ＪＲ宇都宮線 蓮田駅東口より徒歩約 20 分 

＜教育課程等＞ 

 

○ 学校教育目標に基づいた小学部・中学部・高等部 12 年間を見通した段階的な教育課程の編制 

○ 自立を目指し、障害に基づく種々の困難を主体的に改善・克服するための学習領域である 

「自立活動」の時間における指導を日課表に位置づけて実施 

○ 「できた、わかった」が実感できる、大型提示装置等を活用した視覚支援の充実 

 ◆ 小学部 一般学級と重複学級の２つの教育課程 学年を越えた課題別グループ編成での学習有 

 ◆ 中学部 一般学級と重複学級の２つの教育課程 学年を越えた課題別グループ編成での学習有  

 ◆ 高等部 一般学級（社会・総合）重複学級（生活）3 つの教育課程 

１年生は総合課程と生活課程でクラスを越えた課題別グループでの学習有 

      2・3 年生は 3 つの教育課程で学年を超えた課題別グループでの学習有 

＜学校行事・部活動＞ 

○ 校外学習：遠足（小）、社会体験学習（小・中・高）、職場見学（高） 

○ 校外宿泊学習（小４・小５・中２・高２） 

○ 修学旅行（小６・中３・高３） 

○ 運動会（５月・小・中・高） 

○ 文化祭（１１月・児童生徒の発表・展示・作業製品販売を実施） 

○ 高等部持久走大会（１２月 岩槻文化公園陸上競技場） 

○ 高等部部活動（週 1 回 希望制 文化部・運動部） 

＜家庭・地域との連携＞ 

 

○ 学校間交流 （小：蓮田南小 中：蓮田南中 高：岩槻高校） 

○ 家庭との連携 

   ・授業参観 個別面談 学校公開  

○ 地域等との連携 

  ・学校運営協議会の開催(コミュニティ・スクール) 

  ・ボランティア養成講座の開催（年２回） 

  ・人間総合科学大学との連携、歴史と民俗の博物館における作業製品展示など、地域の方に知って

もらう機会を広げる、ともに活動をする、ということを大切に連携を進めています。 

＜進路＞ 

 

卒業後に自立した生活を営む力を身に付けられるよう、各学部において段階的な指導を行っています。

高等部では１年生から産業現場等における実習を行い、卒業後の進路に直結する実践的な力を養います。

また、生徒・保護者が適切な進路先を選択できるように関係機関や地域の福祉事業所、各企業と連携し

て情報提供等を行っています。 

 

【卒業生の進路状況】 

令和８年 3 月 第３期卒業生 

〇卒業生２３名 

【進路先】 

 生活介護（７名） 自立訓練（１名） 就労継続支援 A 型（３名） 就労継続支援 B 型（１１名） 

 在家庭（１名） 

 



小学部教育目標
〇集団を意識して楽しく運動する習慣を身につける。
〇ルールを意識して、人と仲良く活動できる。
〇生活に必要な基本的習慣や知識・技能を身につけ、
支援を受けながらできることを増やす。

〇興味関心の幅を広げ、好きなことを見つける。

高等部教育目標
〇健康の維持を意識して運動する意欲を身につける。
〇ルールを守り、人と協調して行動できる。
〇社会生活に必要な習慣や知識・技能を身につけ、
主体的にできることを増やす。

〇趣味や余暇活動を充実させて、生活を豊かにする。

中学部教育目標
〇健康に関心をもち、運動する習慣を身につける。
〇ルールを守り、人と協力して行動できる。
〇生活に必要な習慣や知識・技能を身につけ、自分で
できることを増やす。

〇興味関心の幅を広げ、好きなことを増やす。

学校教育目標
生き生きと生活する力をたくわえ、社会の変化に対応できる児童生徒の育成
予測することが困難な時代と言われる中で、適切な支援を受けつつ、その子なりに社会の変化に

対応していく必要があります。人生の主人公として生き生きと生活できる知識・技能等の獲得や、
その学び方、生き方ができる力を身に付けていくことを目指します。

目指す教職員像
児童生徒の教育的ニーズを丁寧に
把握し、その子のもつ可能性を

最大限に伸ばす教職員

目指す児童生徒像
はつらつとした人→
るーるを守る人 →
かんがえる人 →
ぜん力をつくす人→

心も体も健康で、明るく、元気な人
社会のルールを学び、行動できる人
自分で考え、行動できる人
何事にも一生懸命がんばる人

埼玉県立岩槻はるかぜ特別支援学校 〜児童生徒の成長物語〜育成方針 本校HP→


